
X : Smooth pwj.br 、

以下
、

X に対する Hoch sChild Jた。 ジー (ホモだー)

を 定義 する
。

HH (X ) i 2 重 次数 付き 環 を 次の ように 定める i

△ : X Les X × X idiag.nl embdy

に対し
、
アーベル 群

HA
ne (X) に Ext焱 (Good )

と 定め

HH ( X ) に 見 HA ne (X )
と する 、

HH (X) に 次 の ような 積構造 を 与える :ixtu.no?UEHAn.e(x).4EHAk!m(X.f
に対し

、 4 を
、

1に
、

た、、垓
×
( wd

、
どり こ た啖

×
(0就け

、

心球が)

と 思って
、

導来 圏 の 射 として 4 と 合成 さ せ
、

4.4 に 4of EE 焱 (4
,
W!り = HA

www.(X)

と 定義
、



これにより、
HH (X ) に 見 HAue (XI ) は

2重 次数付き 環 となる 。

Def 4
.

0

X : Smooth projection Variety

k 番目 の Hochschule Jホモのジー を 次 で 定義
、

HH
"

(X ) に HA k。 (X ) = Ext※ (

GO.lk
番目 の Hochsdild た。ジー を 次で 定義し

、

HH n (X ) に HA
mdma 、

(X) = Exfff
"

(Oawd
。

各 次数 の Hochschule J ホモ。 ジー の 直和

Hげ (X ) にて HW (X) = RHAk 。 (X )

にて Ext品 (いい )

は
.

HH (X) = 毘 HAne (X) の 次数付き 部分環 となる。

これ を Hochschule J ホモ の ジー 環 と 呼ぶ
、



また 、

各 次数 の Hochschule ホモロジー の 直和

HH t (X) - て HH k ( X) = RH Animal
.
2 (X )

は
、

HHT x) 上 の 次数付き 左 加 群 の 構造 が 入る
。

cune

(両側 、 )
Thm 4.11

X. Y : Smooth protectin varieties

X. Y は 互いに 導来 同値 とする 。 (が(x ) = が(とり

この とき
、 2 重次数付き 環 の 同型

.

HH (X ) = HH (Y )

が 得 5 れる
、燎・懟:たき?讝i

だ環

が 得 られ 、
さらに

、

次数付き 加 群 の 同型

HH t ( X ) = HH * (Y )

が存在 する
、

Huyheehts : FMT in AG Ch 6
.



2重な数付き 環
HH (X ) = 毘 HA ne (X)

の k = 0
,
1 3 0 を 考える と

、

RLX ) に 品 HA oe (X ) = 画。 パ (x.ci )

が 得 られる
。

( Canonical ring )
小平 次元 k (X ) を

、

R(X) = 4 ⇒ k (X ) = - s

|
R (X ) も 0 ⇒ n (x) = tr.def RCN ) - 1

で 定める 、

|
read ) - o for l >0

.

G 4.に
Thnnhhnenenenrr

X. Y : Smooth projection varieties
,
導来同値

、

このとき
、

R(X) = RG)
、

特に
.

k (X ) = k (Y )



wn 4.13

X i pwj .

Ver
.

2 : X 上 の

amplelimbmdle.IR
に 表 ぽ ( X

、
ご) とおくと

、 X = Pwj ( R)

Kx
、
Ky が 芸 に (ati- ) ample なら

.

( km 4.13 )
、

(Cor 4
.

に ) より

X = Py (RCN ) = Rg (RM ) = 4

Thm 4.14

X i Smooth quasi - pwj.ua 、

この とき
、
ベクトル 空間 の 同型

Hげ (X ) で 思、 H
' (

x.MX?IHHnCx)E?nH9(x.が )

が 存在

ド (比 ) =
げ ( X )

Ptfth



Gr 4.16

メ、4 i 導来 同値 な Smooth pwj.ua 、 とすると

に思 ば ( X.MX ) に 思、 H
' (Y.MY )

| なが げ ( x . で ) に 思い H
9 (Y

.ぺ )
.


